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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等 

学内からの視点  

 プログラムの履修・

修得状況 

経済情報学部は専門教育科目「統計学Ⅰ」（１年次後期）と専門教育科目「マ

ルチメディア論」（２年次後期）の２科目、芸術文化学部は教養教育科目「数

理・データサイエンス・ＡＩ入門」（１年次後期）の１科目で本プログラム

を構成している。「数理・データサイエンス・ＡＩ入門」は令和５年度新規

開講科目である。 

経済情報学部はプログラム履修科目が複数年次で開講されているため、令

和５年度の修了者はまだいない。 

芸術文化学部は履修者の９４％（履修３６名のうち修得３４名）が修得し

た。 

プログラムの履修者は経済情報学部が２２．９％、芸術文化学部は８．５％

となっている。新入生オリエンテーションでの周知だけでなく、在学生オ

リエンテーションでも引き続き履修を強く推奨していく予定である。 

 学修成果 経済情報学部構成科目のうち「統計学Ⅰ」は履修者１８４名のうち８５％

の１５６名が単位修得、芸術文化学部構成科目「数理・データサイエンス・

ＡＩ入門」は履修者３６名のうち９４％の３４名が単位修得した。 

また、各学期終了時に学生へ「授業改善アンケート」を実施し、その評価項

目から学生への教育効果を分析している。 

その「授業改善アンケート」において、「教員は学習の目標、課題をはっき

り示していましたか。」という評価項目について、経済情報学部構成科目に

ついては９０％、芸術文化学部構成科目については６９％が「最も高い評

価」もしくは「高い評価」と回答している。 

この結果は各教員にフィードバックし、授業改善を図り、教育効果を高め

ていく。 

 学生アンケート等を

通じた学生の内容の

理解度 

「授業改善アンケート」において、「正確な専門知識・技術が学べる授業で

したか。」という評価項目から、学生の理解度を確認した。経済情報学部構

成科目については９６％、芸術文化学部構成科目については７５％が「最も

高い評価」もしくは「高い評価」と回答している。 

この結果は本プログラム構成科目の授業内容を改善するための参考とし、

次年度の教育プログラムの企画・開発、授業改善の検討材料とする。 

 学生アンケート等を

通じた後輩等他の学

「授業改善アンケート」において、「この授業に対する総合評価を示してく

ださい。」という評価項目については、経済情報学部構成科目については９



生への推奨度 ８％、芸術文化学部構成科目については８２％が「最も高い評価」もしく

は「高い評価」と回答している。また「授業改善アンケート」の結果を受け

て、教員がコメントを行い、改善を図っている。これらのことをオリエン

テーションでも周知し、後輩等他の学生の履修を促す。 

 全学的な履修者数、

履修率向上に向けた

計画の達成・進捗状

況 

当初プログラム構成科目を構築するにあたり、経済情報学部の既存の専門

教育科目で審査項目を満たすことは可能であった。専門教育科目のため芸

術文化学部の学生の履修者数と履修率向上が見込めないという判断から、

基礎的な内容で構成した教養教育科目「数理・データサイエンス・ＡＩ入

門」を新規開講した。経済情報学部は既存の専門教育科目をプログラム構

成科目に設定し、芸術文化学部の学生が教養教育科目「数理・データサイ

エンス・ＡＩ入門」を履修しやすい状況にした。 

プログラム開始２年目となり対象学年が拡大するため、新入生オリエンテ

ーションや在学生オリエンテーションでプログラム科目の履修を引き続き

推奨し、履修率向上を図っていく。 

学外からの視点  

 教育プログラム修了

者の進路、活躍状況、

企業等の評価 

令和６年３月終了時点で本プログラムを修了した卒業生はいないため、自

己点検・評価の対象外とする。 

今後、本学主催の企業懇談会等の機会を活用して採用担当者へのヒアリン

グや卒業生就職先の企業へアンケート調査等を実施して、本プログラム修

了者の企業における活躍状況や企業からの評価を調査していく予定であ

る。 

 産業界からの視点を

含めた教育プログラ

ム内容・手法等への

意見 

上記同様、本学主催の企業懇談会等の機会を活用して採用担当者へのヒア

リングや卒業生就職先の企業へアンケート調査等を実施して、意見や要望

を収集する予定である。 

また、尾道市公立大学法人が行う「法人評価委員会」では、産業界からも委

員を任命している。評価委員会から指摘のあった課題や意見については、

改善を行っており、今後は本プログラムについての意見も聴取し、教育プ

ログラムの企画・開発及び実施に反映させていく予定である。 

数理・データサイエンス・

ＡＩを「学ぶ楽しさ」「学ぶ

ことの意義」を理解させる

こと 

「授業改善アンケート」において、「授業の内容は興味深いものでしたか。」

という評価項目について、経済情報学部構成科目については９６％、芸術

文化学部構成科目については６３％が「最も高い評価」もしくは「高い評

価」と回答している。 

経済情報学部については、高い評価となっており、学生が関心を深めるこ

とができる講義内容としている。芸術文化学部については、学生がもとも

と興味のある分野ではないため、上記の数字になっている。この結果は各

教員にフィードバックし、授業改善を図り、教育効果を高めていく。 

内容・水準を維持・向上し 「授業改善アンケート」において、「教員は専門用語をわかりやすく説明し



つつ、より「分かりやすい」

授業とすること 

た上で用いましたか。」という評価項目について、経済情報学部構成科目に

ついては８６％、芸術文化学部構成科目については８２％が「最も高い評

価」もしくは「高い評価」と回答している。このことから、内容・水準を維

持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業を実施している。 

この結果は各教員にフィードバックし、授業改善を図り、教育効果を高めて

いく。 

 


